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１．集計したトラヒック(*1)の種類

国内ISP
国外ISP

主要IX「以外」で交換されるトラヒックのう
ち、国外ISPとのプライベート・ピアリング、
トランジット、国外IXにおけるパブリック・
ピアリングにより交換されるトラヒック

ブロードバンドサービス契約者
（DSL, FTTH）

BB BB BB
企業

ダイヤルアップ、専用線契約者、
データセンター

協力ISP6社(*3)

国内主要IX「以外」で交換されるトラヒックの
うち、国内ISPとのプライベート・ピアリング、
トランジット、他の国内IXにおけるパブリック・
ピアリングにより交換されるトラヒック

B1 国内主要IXで国内ISP
と交換されるトラヒック

B2 国内主要IX以外で国内ISP
と交換されるトラヒック

B3 国外ISPと交換される
トラヒック

A2 その他の契約者

（ダイヤルアップ、専用線、データセンター）
のトラヒック(*5)

A1 ブロードバンド

サービス契約者
（DSL、FTTH）の
トラヒック (*1) 1ヶ月間、2時間単位で計測し、集計

(*2) FTTH、DSL、CATV、FWA
(*3) インターネットイニシアティブ、NTTコミュニケーションズ、ケ

イ・オプティコム、KDDI、ソフトバンクテレコム、ソフトバンクBB
(*4) インターネットマルチフィード、エクイニクス・ジャパン、日本イ

ンターネットエクスチェンジ、 BBIX及びWIDE Projectがそれ
ぞれ運営するIX （IX：インターネットエクスチェンジ）

(*5) 本データのみ、3ISPより収集

Ｂ１In Out C 国内主要IX(*4)

におけるトラヒック

A 契約者別トラヒック

B ISP間で交換されるトラヒック

国内
主要IX

C

我が国のブロードバンドサービス(*2）契約者の
総トラヒック（ダウンロード及びアップロード）の推定値

総トラヒック
（推定値）

協力ISP6社のブロードバンド
契約者のトラヒック〔A1〕

ブロードバンド契約数に対する
協力ISP6社の契約数のシェア〔X〕

＝

（〔X〕＝43.74%（2012年5月現在））

＊A1には、次のトラヒックを含む。
・宅内無線LANのトラヒック
・一部ISP事業者の公衆無線LAN
サービスのトラヒックの一部

・一部移動通信事業者のフェムト
セルサービスのトラヒックの一部

・一部ISP事業者の携帯電話網との
間の移動通信トラヒックの一部
（2011年5月以前）



MIC
２．我が国のインターネットトラヒックの現状
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(Gbps) 我が国のインターネットトラヒックの現状

○ 我が国のブロードバンドサービス契約者(*1)の総ダウンロードトラヒックは推定で約1.7T（テラ(*2)）bps。
半年間で約1.1倍（8.1％増）となっている（年換算で約1.2倍（16.2%増））。

○ また、総アップロードトラヒックは推定で約658Gbps。

協力ISP6社のブロードバンド契約者
のアップロードトラヒック〔A1,In〕
(*3)(*5)

（参考）国内主要IXで交換される
トラヒックピーク値(*4)
国内主要IXで交換される平均トラ
ヒック〔C〕(*4)

（*1） FTTH、DSL、CATV、FWA
（*2） 1T＝1000G
（*3） 1ヶ月間、2時間単位で計測し、集計
（*4） 2007年6月分はデータに欠落があっ

たため除外。
2010年12月以前は、主要IX3団体分
のトラヒック。

我が国のブロードバンド
契約者の総ダウンロード

トラヒック (*5)

1,730Gbps （推定値）

協力ISP6社のブロードバンド契約者
のダウンロードトラヒック〔A1,Out〕
(*3)(*5)

(2011.5)

(2011.11)

我が国のブロードバンド
契約者の総アップロード

トラヒック (*5)

658Gbps （推定値）

(2010.11)
24.4％増加

22.8％増加

(2012.5)

▲
1,600
(*6)

8.1％
増加 (*7)

（*5） 2011年11月以前は、一部の協力ISPとブロードバンドサービス契約者との間のトラヒックに携帯電話網との間の移動通信トラヒックの一部が含まれ
ていたが、今般、当該トラヒックを区別することが可能となったため、2011年11月分より当該トラヒックを除く形でトラヒックの集計・試算を行うこととした。

（*6）（*5）の集計・試算方法により再計算した結果。
（*7）（*5）の集計・試算方法により再計算した数値を元に、半年前からの増加率を算出。

640 ■
(*6)

年換算
16.2％
増加

●702.3 (*6)

281.1◆
(*6)
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３．１契約当たりのトラヒックの推移
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(千契約)(kbps/ subscriber)

○ １契約当たりのトラヒックは、ダウンロード・アップロードともに2010年5月集計時に減少。その後ダウンロード
は増加に転じている。

ブロードバンドサービス１契
約当たりのダウンロードトラ
ヒック（推計）(*1)

ブロードバンドサービス契
約者の総トラヒック（推計）

ブロードバンドサービス契約
者数（線形補間により推計）

＝
ブロードバンドサー
ビス１契約当たりの
トラヒック（推計）

（参考）我が国のブロードバンドサービス契約数
（＋は線形補間による推計）

ブロードバンドサービス１契
約当たりのアップロードトラ
ヒック（推計）(*1)

「電気通信サービスの契約数及びシェアに関する四半期データの公表（平成23年度第4四半期（3月末））（平成24年
6月22日総務省報道資料）」より計算 （http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01kiban04_02000039.html ）

9.7％
増加

8.1％
増加

10.7％
増加

（*1） 2011年5月以前は、携帯電話網との間の移動通信トラヒックの一部が含まれる。
（*2） 携帯電話網との間の移動通信トラヒックを除いた試算結果。

▲

46.0 (*2)

7.6％
増加

◆

18.4 (*2)
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４．契約者別トラヒックの月間平均の推移（協力ＩＳＰ）

○ 協力ISPのブロードバンドサービス契約者のダウンロードトラヒック〔A1,Out〕は増加している。

(Gbps) 契約者別のトラヒックの推移

〔A1〕 ブロードバンドサービス契約者（DSL、FTTH）のトラヒック ・・・6 ISP分
〔A2〕 その他の契約者（ダイヤルアップ、専用線、データセンター）のトラヒック ・・・3 ISP分

12.5％
増加

7.7％増加

A1,Out(*1)

A1,In(*1)

A2,In
A2,Out

■
702.3
(*2)

（*1） 2011年5月以前は、携帯電話網との間の移動通信トラヒックの一部が含まれる。
（*2） 携帯電話網との間の移動通信トラヒックを除いた試算結果。

281.1 ◆
(*2)
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５．時間帯別トラヒックの変化（協力ＩＳＰ）

○ ブロードバンドサービス契約者の時間帯別トラヒックのピークは19時から23時にあり、土曜日、日曜日は
日中利用も多い。

2012年5月のブロードバンドサービス契約者〔A1〕の時間帯別トラヒック（ダウンロード／アップロード）の
ピークは、19時から23時に分布しており、特にダウンロード側で傾向がよりはっきりしている。日中利用につ
いては、平日と週末の差が顕著である。

(Gbps)

ブロードバンドサービス契約者の時間帯別トラヒックの変化（過去６年の比較）

アップロードダウンロード

5

月 火 水 木 金 土 日月 火 水 木 金 土 日

(Gbps)

（*1） 2012年5月のトラヒックについては、2011年5月までのトラヒックに含まれていた携帯電話網との間の移動通信トラヒックの一部を除いたもの。

（*1） （*1）



MIC６．ＩＳＰ間で交換されるトラヒックの集計（協力ＩＳＰ）

6

(Gbps)

○ 国外ISPから協力ISPに流入するトラヒック〔B3,In〕は、増加し続けており、2011年5月からの1年で約1.3倍
（25.6％増）となった。

○ 協力ISPから国外ISPへ流出するトラヒック〔B3,Out〕と比べると、約3.0倍（2011年5月時点では約2.6倍）であ
る。

〔B1〕 国内主要IX*1で協力ISPと交換されるトラヒック 〔B2〕 国内主要IX*1以外で協力ISPと交換されるトラヒック 〔B3〕 国外ISPと交換されるトラヒック
〔C〕 国内主要IX*1で交換される平均トラヒック

＜国内主要IX*1、国内ISPと交換されるトラヒック＞(Gbps) ＜国外ISPと交換されるトラヒック＞

25.6％
増加

46.7％
増加 約3.0倍

約2.6倍

C

B2,Out

B1,In
B1,Out

B2,In

B3,In

B3,Out

（*1） 2010年11月以前は、主要IX3団体。


